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看護者の腰痛予防のためのボディメカニクス教育

伊 丹 君 和

【要旨】

看護職の腰 痛は職業病 ともいわれているが,高 齢社会 とな り医療現場 での腰痛問題 は深刻化することが予測 され

る。その ような中,腰 痛予防の方法 として,看 護動作時のボディメカニクス活用が推奨 される。 ボデ ィメカニクス

は,物 理学 と力学の諸原理を利用 した経済効率の よい動作 とされるが,十 分活用 されてい ない現状 にあ る。また,

看護師の腰痛発症時期 は就職後2年 以内 とい う比較的早期 に発症す るこ とが知 られてお り,看 護学生の時点か らの

早い時期での啓発教育 と予防対策が必要である。

基礎看護教育におけ る看護動作時のボデ ィメカニ クス活用の知識 と技術の習得は,看 護技術演 習お よび時間外の

個別練習 によって行 われる。そこで,本 研究 では看護学生へ のボデ ィメカニクス教育の試み として,個 別学習を支

援する看護実習室内環境の整備と,看 護動作時の前傾角度測定や ビデオ撮影 などの客観的評価 を組み入れた演習を

行った。その結果,学 習前後に看護動作における腰痛の軽減 や前傾角度 の減少 を認める等の学習効果が得 られたの

で報告す る。 また,本 研究に よって,看 護者 の腰痛予防のためのボデ ィメカニ クス教育 において 自己の看護動作 を

客観的に評価することの必要性 を再認識 した。

1.研 究 の 背 景

腰 痛 は,肩 こ りと並 ん で多 くの 国民 が抱 えて い る症状 で あ り,こ の こ とは人間 が4本 足 か ら2本 足で 立

つ よ うにな った時 か らの宿 命 ともい われて い る。厚 生労働 省 が3年 に一度 実 施 してい る 「国民 生活 基礎 調

査」(2004)に お いて も,腰 痛 は,男 性 で1位,女 性 で2位 に挙 げ られ て いる世帯 員 の 自覚症 状 であ る。腰 痛

と診 断 され 治療 の対 象 とな る もの は,椎 間板 ヘ ル ニ アや椎 間板症 な ど腰椎 や椎 間板 が 障害 されて発 症す る

ものが最 も多 く,そ の他,血 管 性,神 経性,心 因性 に よる もの な ど様 々で ある。 その ほか,腰 痛 は,腰 部

に負 担 のか か る仕 事 や活動 に よって 日常的 な腰 部へ の 筋疲労 の 蓄積 に よっ て起 こる慢 性腰 痛 や,い わ ゆる

「ぎっ く り腰 」 に代表 され る急 性腰 痛 な ど,発 症 か らの経過 に よる分 類 や,伸 展 型や屈 曲型 な ど動 きに よ

る分 類 な ど もされて い る。 また,腰 痛 発症 の要 因 をみ て も,不 自然 な姿勢 や 動作 に よ る もの,老 化 や運 動

不足,栄 養 の偏 り,肥 満 な どか ら起 こ る骨 密度 や 筋力 の低 下,脊 柱 の不 自然 な轡 曲 に よる もの な ど多様 で

あ る。

この ように幾 つか の要 因が複 雑 に関 与す るこ とに よって発 症す る 「国民 病 」「ともい える腰痛 で あ るが,

日常 的 に腰 部 に負担 が かか る仕 事,即 ち看 護 や介 護,養 護 や保 育 な どの仕 事 に従 事す る者 や,長 時間 の座

位 を とる運転 手 な どが多 く抱 え る腰痛 は 「職業 性腰 痛」 と もい わ れ,離 職 者 防止 の観 点 か ら も重 要 な問題

とな ってい る。

その ような 中,高 齢社 会 とな り医療 や 介護現 場 での腰 痛 問題 が益 々深 刻化 す る こ とが予 測 され る。 看護

師 お よび介 護ヘ ルパ ーや 看護助 手 な どの 介護職 が 日々実施 して い るベ ッ ドメー キ ングや体 位 変換,車 椅 子

移乗 な どの 日常 生活 援助 は,前 傾 姿勢 や ひね り姿 勢,持 ち上げ動 作,左 右 ア ンバ ラ ンスな筋活 動 や静 的 な

動作 な ど,腰 椎 や椎 間板,腰 部筋 へ過 度 の負荷 が かか る援 助動 作が 多 く,そ れ を行 う看護 師 お よび介 護職

の 「職 業性腰 痛」 の 出現 率 は高 い。我 々が 以前 実 施 した調査 にお いて も,職 場 にお け る看 護 師お よび介護

職 の腰 痛経 験者 が90.3%と い うデ ー タ も得 られ てい る(久 留 島,伊 丹 ら2003>。

1994年 には労働 省 よ り 「職 場 にお け る腰 痛予 防 対策 指針」 が 公表 されて いる もの の,医 療 ・介 護現場 に

お い て腰 痛 対策 に取 り組 む職 場 は少 ない。 しか し,腰 痛 予 防の 観点 か ら作業 時 の動作 と腰 痛 との 関連 を明

らか にす る と ともに腰 痛 予 防策 を導 くため,労 働 衛生,人 間工 学,産 業 医学,工 学,看 護 学,理 学療 法 な
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ど様 々な分野 か らの研 究 が内 外で 行 われ てい る。

現 在,腰 痛 発症 を予 防 す る方法 と して,腰 痛 体操 な どに よる腹 筋 や背 筋 の筋力 強化,軟 性 コル セ ッ ト着

用 に よる腰部 筋 の補 強,援 助 支援 機器 な ど,各 分 野か らの 考案 ・開発 が 進 みつつ あ るが,実 際の 医療 ・介

護現 場 で活用 されて い る例 は少 ない。 そ の よ うな中,簡 便 かつ確 実 に腰 痛発 症 を予防 す る方法 と して,看

護 ・介護 動作 時 の ボデ ィメカニ ク ス活 用が 推 奨 され る。

ボデ ィメ カニ クスは,物 理 学 と力学 の諸 原理 を利 用 した経 済 効率 の よい動 作 とされ,こ の 活用 に よ り動

作 を行 う者 の身体 負 担 を軽減 させ るこ とが実 証 されつ つ あ る。 しか し,ボ デ ィメ カニ クス は看護 師 また は

介護 職 な どそれ を実 践す る者 自 らが その技 術 を習 熟 しない 限 り現場 で活 かす こ とはで きない 。我 々が 以前,

看 護師 お よび介 護職 を対 象 に行 った調 査 にお い て も,ボ デ イメ カニ クス に関す る認 知度 は経験 年 数が 高 く

なる程低 くな り,現 場 で 日常 生活 援助 を行 う頻度 が高 い介 護 ヘルパ ー や看護 助手 な どの職種 でそ の認 知度

か低 い ことが認 め られ てい る。 また,医 療 ・介護 の現場 にお け る看 護 ・介護 作 業時 の ボデ ィ メカニ クス活

用 状況 を明 らか に した研 究 は殆 どな く,調 査 結果 か らも約 半 数の者 は忙 しさや 人員不 足 な ど を理 由 に活用

してい ない とい う現状 が 明 らか となって い る。 この よ うな現状 の 中,看 護 や介護 の仕 事 に従事 す る者 に対

す る 「腰 痛 予防 の ため のボ デ ィメ カニ クス活 用」 につ い ての 具体 的 な教 育 支援 が必 要 と考 える。 また,看

護 師の腰 痛発 症 時期 は就 職後2年 以 内 とい う比較 的早期 に発症 す る こ とが知 られて お り,看 護学 生の 時点

か らの早 い時期 で の啓発 教育 と予 防対 策 が必 要で あ る。

基礎 看護 教育 にお け るボ デ ィメ カニ クス教 育 に関す る研 究 もみ られ る よう にな ったが,南 ら(2002)に よ

る写真 とグル ー プ指 導 を用 いた教 授 法 に よる ものや土 井 ら(2000)に よる三次 元動 作解 析 装置 を用 い た動 作

分析 か らの 指導 による もの な ど,教 育 的 ア プロ ーチの 有効 性 を考 察 してい る もの に と どまって い る。 ボ デ

ィメ カニ クス は,そ の効 果 を充分 に理 解 した上 で実 際 に 自 らが技 術 を習熟 し実践 で きなけ れば活 か されず,

知 識 の習得 のみ な らず,い か に客 観 的 に 自己 の動 作 を評価 し技 術 習得 が個 々 の学習 者 に応 じてで きるか が

鍵 とな るが,現 在 その ような ボデ ィメカニ クス教 育 は確立 され てい ない。

基礎 看護 教育 にお ける看 護動 作時 の ボデ ィメカ ニ クス活用 の知 識 と技術 の 習得 は,看 護i技術演 習 お よび

時 間外 の個 別練 習 に よって 行 われ る。 したが って,個 々の看 護学 生が ボ デ ィメ カニ クス学 習の場 で あ る看

護 実 習室 をいか に効果 的 に活用 し,腰 痛 予 防の た めの看護 動 作 を習得 で きるかが 重要 とい え る。 そ こで,

本 研究 で は看護 学 生へ の ボデ ィメカニ クス教 育 の試 み と して行 って い る,4年 制看護 系大 学 に おけ る個 別 学

習 を支援 す る看 護実 習 室内 環境 の整 備 と,看 護動 作時 の前 傾 角度 測定 や ビデ オ撮影 な どの 客観 的評価 を組

み入 れ た演 習 を取 り上 げ た。 こ こでは その取 り組 み の内容 と学習 効果 につ い ての検 討 を中心 に報 告 す る。

また,本 研 究 結果 を もとに今後 の課題 を明 らか にす る とと もに,看 護者 の腰 痛予 防 のた めの ボデ ィメカ

ニ クス教育 に貢 献 で きる と考 える 「ボ デ ィメ カこ クス 自己学 習 シス テム」 の 開発構 想 につ い て提 案 す る。

2.看 護学生へのボディメカニクス教育の試み

2.1看 護学生のボデ ィメカニクス学習を支援する教育環境の整備

1)個 別学習を支援する看護実習室内環境の整備

基礎 看護 教育 におけ る看 護動 作時 の 「ボ デ ィメ カニ クス」 活用 の知 識 と技術 の 習得 は,看 護技 術演 習 お

よび時 間外 の個 別練 習 に よって行 われ る。 したが って,個 々の看 護学 生が ボ デ ィメ カニ クス学 習の場 で あ

る看護 実習 室 をい か に効 果 的 に活 用 し,腰 痛 予防 の ため の看 護動作 を習得 で きる かが重 要 といえ る。

ここで は,看 護学 生へ の ボデ ィメ カニ クス教育 の試 み と して行 ってい るA看 護大 学 にお け る個 別学 習 を

支援 す る看 護実 習室 内環境 の整備 を取 り上 げ,教 材活 用状 況 に関 す る評価 を行 った。

A看 護大 学で は,「 ボデ ィメカニ クス」活用 な ど基本 とな る看護i技術 演習 を行 う場 は基礎 看護学 実 習室 と

なる。 この 基礎 看護学 実 習室 で は,基 本 的 に1グ ル ー プ5名 の学 生 につ き,1台 の看護 技術 練習 用ベ ッ ド

とワー ク用 デ ス ク,椅 子 を整 備 してい る(計12グ ル ープ)。 また,プ ロ ジェ ク ター と2枚 の大 型 ス ク リー ン

を設置 して い る とと もに,各 グル ープの ベ ッ ド横 には ノー トパ ソ コン(12台)が あ り,教 卓 上 のパ ソ コ ン

(1台)とLANで 接 続 で きる環 境 に整 備 して いる。 看護技 街 演 習時 に は教 員 が看 護技 術 の デモ ンス トレ

ーシ ョンを行 い なが ら説 明す る こ と も多 いが
,60名 の学生 は実 際 にそ の動作 を見 るだ けで な く,看 護 実 習
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室 前 方 に設 置 され た2枚 の大 型 ス ク リー ンにそ れぞ れ2方 向 か ら映 し出 され た拡大 版 の看護 動作 映像 も同

時 に見 る ことが 可 能 とな る。 この ほか,各 グル ー プに整備 され た ビデオ カメ ラ(!2台 〉 を用 い て撮 影 した

各 学生 の看 護動 作時 の 映像 は,教 卓 上 の ビデ オ集 中 モニ ター に グル ープ毎 に リア ル タイム に映 し出 され る

仕 組 み とな ってい る(図1,図2)。 教員 はその 中か ら教 育上有 用 な映像 を2グ ル ー プ分 選択 し,リ アル タ

イム に2枚 の大 型 ス ク リー ンに映す こ とがで きる。 これ に よっ て,各 学 生 の看 護技術 習 得状 況 や各 グル ー

プで創 り出 した看護 技術 を学 生 全員 に同 時 に共有 す る こ とが で き,そ れ を もとに演 習時 に学 生 間で意 見交

換 す る こ とも可 能 と した。

また,演 習 での講 義資 料 であ るパ ワーポ イ ン ト(動 画映 像入 り)を 各 グル ープの ベ ッ ド横 に設 置 してい

る ノー トパ ソコ ン画 面 に映 し出 し,ベ ッ ド上 で個 々 のペ ース に合 わせ なが ら技術 練 習 を行 う こ とも可 能 と

して いる。 この こ とは,演 習 時 のみ な らず,時 間外 に個 別 で行 う基 礎知 識 の復 習や技 術練 習 にお い て も有

用 と考 え整備 した もので あ る。看 護技 術 は知識 の み な らず技 術 を習 得 して い く必 要 があ る。その ため に は,

時 間外 の個 別学 習 は必須 で あ り,こ の こ とを支 援 す る教 育 環境 を整 え てい くこ とは重 要 であ る。

以上 の よ うに,看 護動 作 にお け る腰 痛予 防 の ための ボ デ ィメ カニ クス活用 を教 育 して い く上 で,そ の基

本 となる知識 と技 術 の習 得 を 目ざす看 護技 術演 習 お よび 個 別学 習の 果 たす役 割 は大 きい。 全 ての看 護動 作

におい て 「ボデ ィメ カニ クス」 を活用 す る こ とは看 護技 術 を行 う上 での 基本 とな り,看 護 学生 へ の ボデ ィ

メカニ ク ス学 習 を支援 す る ため,看 護技 術 演習 お よ び個 別学 習 を効果 的 に行 うため の看護 実習 室 内環境 の

整備 につ い て今 後 も引 き続 き試 行 と改 善 に努 めて い く必 要 があ る。
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2)看 護実習室内の教材活用状況に関する調査概要 とその評価

平 成18年 後 期 の基礎 看護 技 術演 習 は,上 記1)の 看護 実 習室 内環境 の も と,A看 護 大学1年 生61名 を対

象 と して180分 ×15回 実施 した。今 回,基 礎 看 護学 実習 室内 の教 材 活用状 況 に関 す る実 態 を把 握す る ため,

本演 習最 終 日に同学生 を対 象 と して質 問紙 調査 を実 施 した。 な お,調 査 の 目的 と参加 は 自由意 志 に よる こ

と,匿 名性 の保 持,成 績 に は関係 の ない こ とを書面 と口頭 で説 明 し,同 意 と協 力 を求 め た上で 実施 した。

調査 の結 果,60名 の学生 か ら協力 を得 た(有 効 回 答率98.4%)。 結 果 を以 下 に示す 。

【看 護 実 習室 内 のLANを 用 い て の 教 材 活 用 につ い て 】

今 回教材 と してい る演習 での 講義 資料 で あ るパ ワー ポ イン ト(動 画映 像 入 り)の 活 用 につ いて,「LAN

を活用 した教材 の使 い やす さ」 と して4段 階評価 した結果,「 使 いやす い」 「や や使 い やす い」 と回答 した

者 は78.3%で あ った。 また,「 教 材活 用状 況」 で は,「 活用 した」「や や活 用 した」 と回答 した者 が,演 習 時

で60.3%,自 己学 習時 で46.7%と い う結 果 を得 た 。 その うち,今 回の教 材 を 「役 立 った」 「や や役立 った」

と回答 した者 は,演 習 時で91.7%,自 己学 習時 に おい て も85.7%と 高 い値 を示 して いた 。

このほ か 自由記述 で は,「 文章 だ けで は分 か り辛 い点 も動 画 に よ って分 か りやす くなっ た」 「よ くわか ら

ない ところは動 画 で確認 で きた ので,と て も役立 っ た」「前 の ス ク リー ンに映 し出 され た内容 を 自分 た ちの
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手 元 で じっ くり見 るこ とが で きた」「わか らない看護 動作 を理解 す るた め に何度 も見 なが ら練 習で きた点が

よか っ た」「実 際 に動 作 を見 な が らベ ッ ドで 練習 で きるのが よい」「見 たい と きにす ぐ見 られた」「自己 学習

の手 本 とな った」 な どの意 見 がみ られた。

一 方
,課 題 と して は,特 に教材 の 中の動 画 につ い ての質 向上 を求 め る記述 が 多 くみ られ た。

【ビ デ オ カメ ラ を 用 い て あ 看 護 技 術 演 習 につ い て 】

ビデ オ カメ ラを用 いて の演 習の 評価 で は,「 とて も理 解 しやす い」「理解 しやす い」と回答 した者 は40.7%

で あ り,「 どち ら と もい え ない」 が48.1%で あ った。

自由記 述 では,ビ デ オ カメ ラを用 い て効 果 的 だ と思 う ところで は,「 み んな で学 び を共 有 で きる」 「自分

の考 えや グルー プ内 の考 え だけ で な く,他 の 人の 意見 やや り方 を見て,さ らにそ の援 助 に対 す る考 え方 を

幅広 く持 て て有効 」 「遠 くか らで も全 員が 同 じ映像 を見 る こ とがで きる」 な どの意見 が あ った。

一 方
,課 題 と して は,「 ビデ オカ メラの 設置 に時 間 がか か る」 とい う意見 が み られ た。

【学 習 へ の 興 味 と理 解 につ い て 】

LANを 活用 した教材 を用 い ての 基礎看 護技 術 演習 や 自己学 習 につ い て,学 習 内容 の理解 度 を4段 階評

価 した結 果,「 理 解 が深 まった」58.3%,「 理 解 がや や深 まった」38.4%と の回答 を得 た。

ビデ オ カ メラ を用 い ての学 習へ の興 味 につ い て5段 階評 価 した結 果,「 とて も興味 が もて た」44.4%,「 興

味 が もて た」29.6%で あ った。 また,も っ と深 く学 び たい と 「強 く思 った」 者 は55.6%で あ り,「 思 った」

者 も18.5%と い う結 果 で あ った。

3)看 護者の 「ボディメカニ クス学習」を支援する教育環境のあり方

看護 者 の職業 病 ともい える腰 痛発 症 を予 防す る ため,看 護 動作 にお け る 「ボデ ィメ カニ クス」 活 用 の知

識 と技 術 の習得 は重要 であ る。 この基本 とな る学 習 を行 う看 護学 生へ の ボデ ィメ カニ クス教育 の試 み とし

て,個 別学 習 を支援 す る看 護実 習室 内 環境 の整 備 を行 うと ともに,そ の評 価 を行 った。

今 回の調 査結 果 よ り,看 護実 習室 内 のLANを 用 い た教材 の使 い やす さにつ い て肯 定的 な反 応が み られ,

演 習 お よび 自己学 習時 の活 用 につ なが った と考 え られ る。 また,自 由記述 にお いて も,「教 材 を見 たい とき

にす ぐ見 られた」「自己学 習の 手本 とな った,復 習 で きる」な どの記 述 が多 くみ られ てお り,こ れ は教材 が

自己学 習 の支援 にな って いた こ とを裏づ ける と考 え られる。 さ らに,「文 章 だけで は分 か り辛 い点 も動 画 に

よって分 か りやす くな った」 こ とが記 述 され てお り,教 材 が学 習内容 の理 解 を促 した こ とが推 測 され た。

しか し,課 題 と して,特 に教材 の 中の動 画 に対 しての 質の 向上 を求 め る記述 がみ られ,今 後 の改 善点 につ

いて示 唆 を得 る こ とが で きた。

一 方
,ビ デオ カ メラ を用 い た演 習へ の理 解度 は 「どち ら と もい えな い」 と回答 した者 が最 も多 く,設 置

の手 間や活 用方 法 を今 後検 討す る とと もに 「学 び を共有 で き考 え を幅広 く持 て る」 とい うビデ オ集 中モニ

ター を用 い た学 習 効果 を活 か した演 習 を試 行 して い きたい。

看護 動作 にお ける腰 痛予 防 のた めの 「ボデ ィメカニ クス」 活 用 につ いて は,知 識 の習得 の み な らず,い

か に客観 的 に 自己の動 作 を評価 し技 術 習得 が個 々の学 習者 に応 じてで きる かが重 要 であ る。 この こと を実

現 す る ため には看 護演 習時 お よび時 間外 の個別 学 習時 に,自 己 の看 護動 作 を客観 的 に評価 す る こ とを組み

入れ る と と もに,よ り具体 的 にボ デ ィメ カニ クス 活用 にお け る 自己学 習 を支 援す る教 育環 境 の整備 が必 要

と考 え る。

また,看 護学 生 にお け るボ デ ィメ カニ クス活 用 の習得 は,看 護 師 と して就 職 した後 も腰 痛予 防 のた めの

看 護動 作 の実施 につ なが る。高 齢 社会 の今,看 護動 作 にお け る身体 負荷 は益 々増 加す るこ とが予 測 され,

看護学 生 のみ な らず看 護 師 と して 就職 した後 も,全 て の看護 者 が腰痛 予 防 のた めの 「ボデ ィメ カニ クス」

活用 につ い て継 続 して学習 で きる教育 環境 を整 え てい く必 要が あ る。看 護学 生 のみ な らず,学 習 す る個 々

の看護 者 の理解 度 や腰 痛の 状態 に合 わせ て 「ボデ ィメカニ クス学 習」 を知 識 面お よび技 術 面 か ら支 援す る

ため,今 後 はITも 含 め た教育 環境 の 整備 が必 要 と考 え る。
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2.2客 観的評価を組み入れた看護技術演習の試みとその評価

1)看 護技術演習におけるボディメカニクス教育の概要

前述 した基礎 看 護技 術演 習 では,い わゆ る 「車 椅子 移 乗」 な どの 「動 くこ と」 の援助 や 「食事 」 「排泄 」

「入浴 」 の援助 な ど,基 本 となる看護 技術 の 習得 を目 ざ して い る。 「ボデ ィメカニ クス」 は,全 ての 看護技

術 に共通 す る もの であ り,基 本 となる知 識 と技術 は主 に 「動 くこ と」 の援助 の中で 早期 に教 育す る。そ の

中で も,看 護動 作 にお け る腰 痛予 防 の ための 「ボデ ィメ カニ クス」 活用 につ いて は,知 識 の習得 の みな ら

ず,い か に客観 的 に 自己 の動 作 を評 価 し技術 習得 が個 々 の学 習者 に応 じて で きるか が教 育の 目標 となる。

そ こで本研 究 で は,A看 護 大学1年 生 にお け る基礎 看護 技術 演 習の単 元 「動 くこ と」の援 助 の 中で,「 ボ

デ ィメ カニ クスj教 育 の新 た な試 み の ひ とつ と して,体 圧 計 や筋電 図 な どの測 定お よび看護動 作 時 の前傾

角 度測 定 や ビデ オ撮 影 な どの客 観的 評価 を組 み入 れ た 『ボデ ィメカニ クス活 用 を基 本 とす る 「動 くこ と」

の援助 』 につ いて の演 習 を行 った(180分/1回)。 この ような 自己の看 護動 作 を客 観的 評価 しなが ら 「想

像 し創 造 する力」 を引 き出す 看護 技 術演 習 にお け る 「ボ デ ィメ カニ クス」教 育 の概 要 を以下 に示 す。

(1>人 間が 「動 くこ と」 の仕組 み と身 体へ の影 響 お よび援 助 の必 要性 につ い て,客 観 的評価 を組み 入れ

る こ とに よって 「想像 」 し理解 を深め る。

① 事 前課 題

・人 間が 「動 くこ と」 の仕組 み と生 活お よび健 康 との関 わ りを レポー ト

・健 康 時の 「動 くこ と」 の行 動 分析 ビデ オの作 成

② 働 くこ と」 に よる身体 の変 化 を客 観的評 価

・身体 モ ニ ター(体 温
,血 圧,心 拍,血 中酸 素飽和 度)を 使 って,人 間が 「動 くこ と」 の仕組 み と身

体 へ の影響 を客観 的 に評価 す る(図3)

・「動 く」ときの上腕 筋 の筋電 図 波形 を リア ル タイム に観察 し
,四 肢 の屈 曲 ・伸展 とその仕 組 み につい

て 「想像」 し理解 を深 め る

・臥床 してい る と きの体 圧測 定 を行 い
,「動 くこ と」 の援助 の必 要性 につい て理 解す る(図4)

図3.演 習時 身体 モ ニ ター測定 の場 面 図4.演 習 時体 圧測 定 の場 面

(2)「 動 くこ と」 に援助 が必 要 な 人へ の 看護技 術 の基 本 となる 「ボデ ィメカニ クス」 活 用 にお ける知 識

と技術 の習 得 を行 う

① 「ボデ ィメカニ クス」活用 につ い て,以 下 の7項 目に焦 点 をあ て,()内 に示 した客 観的 評価 を組 み

入れ 体感 しなが ら,基 本 とな る知識 と技 術 を習 得す る

・作 業 スペ ース は広 くとる(メ ジャー でベ ッ ドとベ ッ ドの 問 を計 測)

・看 護援助 時 は腰 をひね らな い(筋 電 図測 定
,図5一 ①)

・適 切 な作 業 ベ ッ ドの高 さ(身 長比45%)に す る(メ ジャーで計 測)

・作 業面 は近づ ける(メ ジ ャーで計 測)

・支持 基底 面 は広 く
,か つ 支持 基底 面 内 を重 心線 が通 過 す る(両 下肢母 指 間の 長 さ をメ ジャー で計測 〉
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・看 護援 助時 は静 的 筋作業 を少 な く(筋 電 図測 定)

・援 助時 は腰 を曲げ ず膝 を曲げ る(筋 電 図測定 ,図5一 ②)
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図5一 ①.演 習 時筋 電 図測定 の場 面(ひ ね り姿 勢)図5一 ②.演 習 時筋 電図測 定 の場 面(前 傾 姿勢)

②① の技 術 習得状 況 をビデ オ カメ ラで撮影 し合 い,学 習前 後 にお け る看 護動 作時 の前 傾角 度 と支持 基底

面 の拡 大 の変 化 を測定 す る(図6,図7)
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図6.ボ デ ィメ カニ クス学 習前 の看 護動 作 図7.

(3)自 然 な動 きや 「ボデ ィメカニ クス」 を活用 した体 位 変換技 術 の 自己練 習 を行 う

・ベ ッ ド横 の ノー トパ ソ コ ンに映 し出 され る演習資 料(動 画 入 りパ ワー ポイ ン ト)で 確 認 しなが ら,

ベ ッ ドで 自己のペ ー ス に合 わせ て看 護技 術 の練 習 を行 う

(4)目 的 お よび安 全 ・安楽 ・自立(自 律 〉 を考慮 した 「動 くこ と」 の援助 技術 を 「創 造」 す る

・看護 師役 と患 者役 を体 験 しなが ら,グ ル ー プワー ク によ って援助 技術 を創 造 してい く

・時 問外 の個別 学 習 も行 うこ とに よって ,技 術 創 造の 成果 を個 別 ワー クシー トに記 入 し提 出 す る

〆,蒔"

ボ デ ィメ カニ クス学習 後 の看護 動作

2)客 観的評価を組み入れた 「ボデ ィメカニクス」演習における学習効果の検討

以上 の よ うに,今 回 は体 圧計 や筋 電図 な どの測 定お よび看護 動作 時 の前 傾角 度測 定 や ビデ オ撮 影 な どの

客 観 的評価 を組 み 入れ た 『ボデ ィメ カニ クス活用 を基 本 とす る 「動 くこと」 の援 助 』 につ いて の演習 を行

った。 本演 習 にお け る学 習効 果 につ い ては,学 習 前後 の 各学 生の 看護動 作 時 の 「ボデ ィメカニ クス」 活 用

状 況 の客観 的評 価,お よび演習 後 の学生へ の質 問紙調 査 に よっ て検討 した。

【学 習 前 後 の 看 護 動 作 時 の 「ボ デ ィメ カ ニ ク ス 」 活 用 状 況 の 客 観 的 評 価 】

本演 習 にお け る学 習効 果 を個 々 の学生 が 目で見 える形 にす る こ とを 目的 と して,技 術 習得 状況 を ビデ オ

カ メラで撮 影す る とと もに,学 習前 後 にお ける看 護動 作時 の 前傾 角度 と支 持 基底面 の拡 大 の変化 を数 値 と

して客 観 的 に評 価 した。なお,客 観 的評 価 を行 う学 生 と して,ま ず1名 を グルー プ内 で選 出 して も らった。

この代 表者 の選 出 に際 して特 に規定 は設 け ては い ないが,腰 痛予 防の た めの ボデ ィメカニ クス活 用動 作 を
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学 習す る とい う理 由か ら,す で に何 らか の理 由で腰 痛 の ある者 や腰 痛 を発症 しやす い者 が多 く選 出 され て

い た。

まず,「 ボデ ィメカニ クス」活用 に関 して学 習す る前 の 看護動 作 と して は,前 述 した 図6に 示 す よ うに,

看護 師役 の両下肢 は閉 じた状 態 で前 傾姿 勢 を とって いる とい うの が代表 例 と して あげ られ る。 この状 態 で

は,看 護 師役 の支持 基底 面 は狭 くな り,前 傾 角度 が大 き くなる ほ ど腰部 へ の負 担が か か るこ と となる。 グ

ルー プの代 表者12名 の平均 計 測値 は,学 習前 の前 傾姿 勢 角度 は52.4±15.9。(平 均値 ±標準偏 差)と 高値 で

あ り,両 下肢 の母指 間 の長 さは25.0±7.5cmと い う結 果で あ った。

次 に,「ボデ ィメカニ クス」活用 に関 して学 習後 の看 護動 作 の代 表例 を図7に 示す 。す なわ ち,看 護師役

の 両下肢 は開 き支持 基底 面 は拡大 してお り,重 心 を低 くして看 護動 作 時 の前傾 姿勢 角度 も減 少 して い る。

したが って,看 護動 作時 の腰 部負 担 も軽 減す る と予測 で きる。客 観的評 価 と して は,学 習前 の前 傾 姿勢 角

度 は33.6±15.5。 と減少 してお り,両 下肢 の 母指 問の 長 さは55.5±19.1㎝ と増加 してい た。これ を前 述 した
'学 習前

の値 と比 較す る と,有 意 な差 が認 め られ た。 す なわ ち,看 護動作 時 の前 傾姿 勢角 度 は学 習後 に平均

18.8。 減少 してお り(p<0.05),両 下肢 の 母指 問 の長 さにつ い て も30.5㎝ 拡 大 してい た(p<0.001)。 こ

の ことか ら,「ボ デ ィメ カニ クス」活 用 に関す る学 習 前後 に実 際 に測定 を行 い,そ の動作 を ビデオ映 像で も

見 る こ とに よって,目 で見 え る形 で 看護 動作 にお ける姿 勢の違 い を客 観 的 に評 価 で き,身 体 で 体感 しなが

ら理解 す る こ とが で きた と考 え られ る。

また,同 対 象 者 に学 習 前後 の 自覚 して い る腰 痛 の状態 を比較 した結果,学 習 前 は平均3.9点/5点,学 習

後 は218点/5点 で,学 習前 を100%と した場 合,学 習 後 は71.8%と な り,自 覚 してい る腰痛 は「ボ デ ィメ カ

ニ クス」 の学習 後有 意 に減 少 した(p<0.01)と い え る。実 際 に計 測 を行 っ てい ない他 の グ ルー プ メンバ

ーの平均 減 少率 は93 .8%で あ り,実 際 に計測 し客 観 的評価 を得 る体 験 を行 った学生 の方 が,ボ デ ィメカニ

クス活 用 に よる腰 痛 軽減 を よ り自覚 した とい う結 果 であ り,自 らの看 護動 作 を客観 的 に評価 す る こ との学

習 効果 が示 唆 され た。

【演 習 後 に 実 施 し た学 生 へ の調 査 概 要 とそ の 評 価 】

本演 習 にお け る学 生評 価 を受 け るた め,演 習終 了 時 に学生 を対 象 に 自記 式無 記 名の 質問 紙調 査(ボ デ ィ

メ カニ クス に関す る理解 度,授 業 に関す る興 味 な ど)を 実施 した。 なお,対 象 と した看護学 生 に は,研 究

の趣 旨 と調 査参 加 の 自由,プ ラ イバ シーの保 護 お よび個 人評 価 に不利益 が ない こ とを説明 し,同 意 と協 力

を得 た。

ボ デ ィメ カニ クスの理 解度 につ いて5段 階評価 で 集計 した結果;メ ジ ャー を用 い て計 測 を行 っ た 「作 業

スペ ース は広 くとる」の項 目で は,「理解 で きた」71.0%,「 や や理 解 で きた」25.8%と の回答 を得 た。・また;

筋 電図 波形 を リアル タ イムに客 観 的 に観 察 した 「看護援 助 時 は静 的作業 を少 な くす る」の項 目で は,「理 解

で きた」56.5%,「 や や理 解 で きた」33.9%と い う結果 で あ った。

また,今 回 の よ うに客観 的評価 を組 み入 れて 「ボデ ィメカニ クス」 の理 解 を試 み た学 習 方法 へ の興味 に

つ い ては,「 興味 が もて た」40.3%,「 や や興 味 が もて た」40.3%,「 どち ら と もい えない」11.3%,「 あ ま り

興 味が もてな い」8.1%と い う回答 を得 た。 さらに,こ の よう に さまざ まな客 観的 評価 を取 りいれ た授業 へ

の 賛 同の有 無 では,「 賛同 で きる」64.5%,「 や や賛 同 で きる」19.4%,「 どち ら ともい えな い」14.5%,「 あ

ま り賛 同 で きない」L6%と い う結 果 であ っ た。

演習 を終 え ての 自由記 述 で は,「か な り意 識 しない と,す ぐ腰 を曲げ て しまうこ とに気 づ きま した」,「最

初 はボ デ ィ メカ ニ クス を使 った方 が疲 れそ うだ と思 った けれ ど,や って い る と楽 だ とい う こ とに気 づ い

た」,「患者 さんだ けで な く,自 分 の身体 も大 切 に しな けれ ばい けな い とい うこ とが わか った」 な どの感 想

が 得 られ てい た。

3)看 護学生へのボディメカニクス教育における今後の課題

看護学生への看護技術演習では,自 己の看護動作における客観的評価も取り入れながら 「想像し創造す

る力」を引き出す教育を行っている。今回,看 護学生への 「ボディメカニクス」教育の新たな試みのひと

つとして,体 圧計や筋電図などの測定および看護動作時の前傾角度測定やビデオ撮影などの客観的評価を
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組 み 入れ た 『ボ デ ィメ カニ クス活 用 を基本 とす る 「動 くこ と」 の援 助」 につい ての演 習 を行 うと と もに,

その評 価 を行 った。

そめ結 果,実 際 にこの よう な客 観 的評価 を行 う ことで,「 ボデ ィメ カニ クス」活用 の意 義 を具体 的 に体感

す る こ とが で きる と と もに,学 習 へ の興 味や 理解 も深 ま り,具 体 的 に看 護技 術 を 「想像 し創 造す る力 」 を

引 き出 す こ との 一助 となっ た と推 察 で きる。

しか し,ビ デ オ カメ ラを用 い た演習 へ の理解 度 は 「どち ら ともいえ ない」 と回答 した者が 最 も多 く,設

置 の手 間や活 用方 法 を今 後検 討す る とと もに 「学 び を共有 で き考 え を幅 広 く持 て る」 とい う ビデ オ集 中 モ

ニ ター の利点 を活 か した演 習 を試 行 して い きたい 。 また,各 ベ ッ ドで 自己学 習 を行 う際 に,横 に設 置 して

い る ノー トパ ソコ ン内の 資料 と看 護動 作 の動 画 を見 る こ とが で きる とい う実習室 環境 につ いて は,ほ とん

どの学 生 が 「役立 った」 と回答 して い たが,動 画 に対 しての 質の 向上 を求 め る記 述 がみ られ,今 後 の改善

点 としてあ げ られ た。

今 回 の試 み に よって,自 己の看 護動 作 を客 観的 に評 価 す る ことは,腰 痛予 防の ため の 「ボデ ィメカニ ク

ス」 学 習 を行 う上で重 要 で あ るこ とを再 認識 した。看 護動 作 にお け る腰 痛予 防の ため の 「ボデ ィメカニ ク

ス」 活用 につ いて は,知 識 の習得 の み な らず,い か に客 観的 に 自己の動 作 を評 価 し技術 習得 が個 々の学 習

者 に応 じて で きる かが重 要 であ る。この こ とを実 現す るため に は看護演 習 時お よび時 間外 の個別 学習 時 に,

自己の看 護動 作 を客 観 的 に評 価 す る こ とを組 み 入れ る と と もに,よ り具体 的 にボ デ ィメ カニ クス活 用 にお

け る 自己学 習 を支援 す る教育 環境 の整備 が必 要 と考 え る。今 後 も引 き続 き,看 護学 生へ のボ デ ィメ カニ ク

ス教 育 支援 を試 み てい きた い。

3.看 護者の腰痛予防のための 「ボディメカニクス自己学習システム」の開発に向けて

看護 学生 におけ る ボデ ィメカニ クス活 用 の習得 は,看 護 師 と して就 職 した後 も腰 痛予 防の ため の看護 動

作 の実 施 につ なが る。 しか し,高 齢 社 会 の今,看 護動 作 にお け る身体 負荷 は益 々増 加 す る ことが予 測 され,

看 護学 生 のみ な らず看 護師 と して就 職 した後 も,全 て の看護 者 が腰痛 予 防の ため の 「ボ デ ィメ カニ クス」

活 用 につ いて継 続 して 学習 で きるITも 含 め た教 育 環境 の整 備 が必 要 と考 え る。

看護 教育 におい てITを 活用 した学 内教育 環境 の整備 が行 われつ つあ るが 本格 的 に取 り組 んで い る とこ

ろは まだ少 ない。 ホ ームペ ー ジ を利 用 した 「ボデ ィメカニ クス」 の学 習 教材 もみ られ るが知 識の みの提 供

に と どまっ℃ い るのが 現状 で あ る。

そ こで,学 習す る個 々の看護 者 の理 解度 や腰 痛 の状態 に合 わせ て 「ボデ ィメカニ ク ス」 学 習 を知識 面お

よび技 術面 か ら支援 す るため,学 習者 の個 別性 に応 じたボ デ ィメカニ クス活 用 につ いて 基礎 的 な知識 習得

のみ な らず,客 観 的 に 自己の動 作 を評 価 し自己学 習可 能 な システ ムの 開発 を試 みて い る。看 護学 生の み な

らず,看 護 に従事 す る者全 て が確 実 に 「ボデ ィメ カニ クス」 活 用 を習得 で きる本 学習 シス テムの 実現 は職

業病 と もい える看 護 師の腰 痛軽 減 につ なが り,社 会的 貢献 度 も高 い と考 え てい る。

「ボ デ ィメ カニ ク ス 自 己学 習 シ ス テ ム 」 開 発 構 想 の 概 要

看護 者 の腰 痛予 防 の ための ボ デ ィメ カニ クス教 育 に貢献 で きる と考 え る 「ボデ ィメ カニ クス 自己学 習 シ

ス テム」 の 開発構 想 につ い て提 案 す る。 ボデ ィメ カニ クスは,そ の効果 を充 分 に理解 した上 で,実 際 に自

らが技 術 を習 熟 し実践 で きなけれ ば活 か され ない。 そ こで,看 護動 作 を行 う者 自 らが,自 己の動 作 を客観

的 に評 価 す る とと もに,個 々の学 習者 に応 じてボ デ ィメ カニ クス学 習 を支援 す る 「ボデ ィメ カニ クス 自己

学 習 システ ム」 構 築 と開発 を進 め てい る(図8)。

「ボ デ ィメカニ クス 自己学 習 シス テム」 は,ボ デ ィメ カニ クス活 用技 術 を客観 的 に 自己チ ェ ック(筋 電

図,姿 勢 角度 ・ひね り測定)し た後 に,学 習者 の 能力 お よび個 別性 に応 じて ボデ ィメ カニ クスの 基礎 的 な

知 識 や活用 方 法 を 自ら学習 で き,腰 痛予 防 策 も含 めて個 別 的 なア ドバ イス を受 け るこ とがで きる システ ム

であ る。

現在,自 らの看 護動作 を客観 的 に 自己チ ェ ックで きる シス テム を開発 中で あ る(図9)。 この システ ム は,

自らが 自己の 看護 動作 時 にお け るボ デ ィメ カニ クス活用 状 況 を リアル タイム また は動 作 後 に 自己 チ ェ ック
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図8.「 ボデ ィメカニ クス 自己学 習 システム」 全体 の概 要
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図9.試 作 中の 「看護 動作 自己 チェ ック システ ム」 の描画 画面 例

で きる とい う もので,そ の デー タ を添 付 にて送 信 し個別 的 な ア ドバ イス を受 け られ る とい う利点 もあ る。

具体 的 には,動 作 時の腰 部 筋 の筋活動 を筋電 図波 形 に よって示 す とと もに,ボ デ ィメ カニ クス的 に腰部

に負担 のか か る動作 であ る前 傾姿 勢お よびひ ね りの度合 い を関節 角度 測定 器 か らデー タを取 り込 み視 覚的

に理 解 しや すい ようス テ ィ ックピ クチ ャーでそ の動 作 を リアル タイムにパ ソコ ン画 面 に映 し(姿 勢角 度数

値 とと もに表 示 す る)自 己動作 をチ ェ ックで きる とい う システ ム を作 成 して いる。 また,デ ー タを記 録 ・

再生 す る こ とも可能 であ り,IT上 で デー タを送信 ・再 生 も可能 となる予 定で あ る。

以 上 の よ うな学 習 システム を,看 護学 生 のみ な らず,実 際 に医療 ・介護 の現場 で働 く看護 師お よび介護

職 に活用 して も らい,自 らの援 助技 術 をボ デ ィメカニ クス的 に評価 す る こ とに よって 自己の動 作 と腰 部負

担 との関 連 を再認 識 し,ボ デ ィメカニ クス技術 の向上 お よび腰 痛予 防 に具体 的 につ なが る もの とな る よう
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に して い きたい と考 えて い る。

一方
,「看 護動 作 自己チ ェ ックシス テム」を活 用す るため に は,学 習者 がマ ニ ュア ル を確 認 しな が ら も,

い か に正 確 に測定 で きるか。 器具 類 の接 続 な どの操 作 をい か に簡便 にで きるか。 学習 者 に動 作 時 のボ デ イ

メカニ クス活 用状 況 をい か にわか りや す く伝 え,か つ具 体 的 に腰 痛予 防 の ための ボデ ィメ カニ クス技術 の

向 上 に役 立 て られ るこ とがで きるかが 今後 の課 題 となるが,模 擬 実験 を重 ねなが ら形 成 的評価 を行 い,早

期完 成 を目 ざ した い。

4.結 語

今 回,看 護 学生 へ の ボデ ィメ カニ クス教 育 の試 み と して,個 別学 習 を支援 す る看護 実 習室 内環境 の整 備

と,看 護 動作 時 の前傾 角 度測 定や ビデ オ撮 影 な どの客 観的評 価 を組 み 入れ た演習 を行 う とと もに,そ の評

価 を行 っ た。そ の結 果,学 習前後 に看 護動 作 にお け る腰 痛 の軽 減 や前傾 角度 の減 少 を認 め るな どの学 習効

.果が得 られ た。 また,本 研 究 に よ って,.看 護者 の腰 痛予 防 の ための ボ デ ィメ カニ クス教育 におい て 自己の

看護 動作 を客観 的 に評 価 す る こ との必 要性 を再認識 した。

看護 者 の腰 痛 予 防 のた め の ボデ ィメ カニ ク ス教育 に貢献 す るた め,動 作 負 担 に伴 う腰 痛 に悩 む 多 くの

人 々 に活用 可能 な 「ボ デ ィメ カニ クス 自己学 習 システ ム」 の早期 完 成 に近づ けてい きたい。
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Bodymechanicseducationfbrpreventinglowerbackpain

amongnurses

ITAMIKimiwa

Lowerbackpainisconsideredanoccupationaldiseaseamongnursesandisexpectedtobe-

comeanincreasinglyseriousproblemipclinicalsettingsasaresultoftheagingsociety.Taking

thisintoaccount,theapplicationofbodymech包nicsduringnursingactionshasbeenrecom-

mendedasamethodf6rp士eventinglowerbackpain.Bodymechanics,whichinvolveseconomi-

callyefficientactionsbasedontheprinciplesofphysicsandmechanics,hasnotbeensuffi-

cientlyused.Moreover,lowerbackpainisknoWntodeveloprelativelyearlyinthecareersof

nurses,spec田callywithinthe五rsttwoyearsofemployment.Therefore;educationf6rpromot-

ingawarenessandpreve.ntivemeasuresmustbeprovidedearly.duringnursingeducation.In

basicnursingeducation,learningofknowledgeandskillsregardingapplicationofbodyme-

chanicsduringnursingactions .iscondUctedduringnursingskilltraining.andafte炸classindivid-

ualtraining.Inthisstudy,weprovidedbodymechanicseducationtonursingstudentsoIIatrial

basisbydevelopingalabor3toryenvironmentfbrsupportingindividuallearningandconduct.

ingtrainingthatincorporatedoblectiヤeassessmentsuchasmeasurementoftheangleofan.

teverslonduringnursingactionsandvideof60tage.Theresultsrevealedlearningeffectssuch

asalleviationofl6werbackpainduringnursiロgactionsaswellasreductionsintheangleofan.

teversion.Inaddition,wereaf丘rmedtheimportanceofobjectively.evaluatingone'snursingac-

tions.inbodymechanicseducationf6rpreventinglowerbackpainamongnurses.


